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消防団員確保アドバイザー派遣制度について(通知) 

 

  
消防庁においては、かつて約 200 万人いた消防団員が今では 90 万人を割ろ

うとしている状況であるこの時期を捉え、消防団員の減少に歯止めを掛ける

ために、団員確保に必要な知識又は経験を有する職団員等を「消防団員確保

アドバイザー」として、地方公共団体に派遣する制度を平成 19 年 4 月 1 日か

らスタートさせ、消防団員の確保の具体的な助言、情報提供等、積極的な支

援を行っていくこととしました。 

 つきましては別紙のとおり派遣要綱を定めましたので、貴職におかれまし

ては、本派遣制度の積極的な活用が図られるよう御配意いただきますととも

に、貴都道府県内の市町村(消防団の事務を処理する消防本部又は一部事務組

合等を含む。）に対してもこの旨周知されるようお願いします。  
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消防団員確保アドバイザー派遣要綱 

                                                    
（目的） 

第１条 消防団員の確保を積極的に推進支援するため、消防団員確保アドバイ

ザー(以下「アドバイザー」という。)を地方公共団体に派遣するために必要

な事項を定めるものとする。 

 

（任務） 

第２条 アドバイザーは、地方公共団体における消防団員の確保を推進するた

めの具体的な方策に関する助言、情報の提供等を行うものとする。 

２ 前項の助言、情報の提供方法等の内容は、概ね次のとおりとする。 

 (1) 消防団員の確保に関する情報提供等 

 (2) 消防団員の確保にあたっての具体的手順等に関する助言 

 (3) その他、消防団員の確保の推進に必要な業務 

 

（委嘱） 

第３条 アドバイザーは、都道府県等の推薦により、消防団員の確保の推進等

に必要な豊富な知識又は経験を有する者のうちから消防庁長官が委嘱する。 

 

（任期） 

第４条 アドバイザーの任期は、原則として２年とする。ただし、再委嘱を妨

げない。 

 

（派遣の対象団体） 

第５条 アドバイザーの派遣の対象は、都道府県及び市町村(消防団の事務を処

理する消防本部又は一部事務組合等を含む。以下「対象団体」という。）と

する。 

 

（依頼） 

第６条  アドバイザーの派遣を希望する派遣対象団体は、別紙様式により必

要事項を明らかにして、都道府県にあっては直接、市町村、一部事務組合等

にあっては都道府県を経由して、消防庁に依頼するものとする。 

 

（派遣の決定） 

第７条 消防庁は、派遣対象団体からアドバイザーの派遣の依頼があったと

きは、必要と認められる専門分野のアドバイザーを派遣するものとする。 

 

（報告） 

第８条 アドバイザーの派遣を受けた対象団体は、その結果を消防庁に報告す

るものとする。 

 

別 紙 



 

 

（守秘義務） 

第９条 アドバイザーは、第５条の業務の遂行上知り得た秘密を漏らしてはな

らない。アドバイザーを退いた後も同様とする。 

 

（経費） 

第 10 条 アドバイザーの派遣事業に関する経費は、原則として、消防庁の負担

とする。 

 

（委嘱の取消し） 

第 11 条 消防庁長官は、アドバイザーが次の各号の一に該当することとなった

ときは、アドバイザーの委嘱を取り消すものとする。 

(1) 業務上知り得た秘密を漏らしたとき。 

(2) 業務の執行を怠ったと認められるとき。 

(3) その他本事業の目的又は内容を逸脱した行為を行ったと認められるとき。 

(4) 心身の故障のため業務に支障をきたすと認められるとき。 

 

（その他） 

第 12 条 アドバイザーに関する庶務は、消防庁国民保護・防災部防災課で処理

する。 

２ この要綱に定めるもののほか、この要綱の施行について必要な事項は、別

に定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成１９年４月１日から施行するものとする。 



 

 

別紙様式               

 

                       平成  年  月  日 

 

 

 

消防団員確保アドバイザー派遣依頼書 

                                                                  

 

                 (都道府県名)                   

                  (派遣対象団体名)                                                     

 

 

 

１ 派遣の依頼を求める会議・研修会等の名称及び依頼内容 

 (1) 会合等の名称 

  

      

 

 (2)  依頼内容 

 

 

 

２ 派遣希望年月日 

  平成  年  月  日（  ）   時 分～ 時 分まで 

                 （希望する場合の時間   分） 

 

３ 派遣希望者 

 

 

４ 参加予定者 

 

 

                             計   名 

 

 

                                 担当課･担当者   

                                    連絡先  



 

 

【記載例】 

別紙様式  

                       平成  年  月  日 

 

 

 

消防団員確保アドバイザー派遣依頼書 

                                                                  

 

                   (都道府県名) ○○県           

                     (派遣対象団体名)  ○○市消防本部              

 

１ 派遣を求める研修会等の名称及び依頼内容 

 (1) 会合の名称 

      ○○検討会 

 

 (2) 依頼内容（具体的に記載してください。） 

     上記研究会において、 

・機能別団員・分団制度の導入 

・女性の消防団への入団促進 

・消防団協力事業所表示制度の導入 など 

を検討しているところですが、消防団員確保アドバイザーの講演及び

助言をお願いしたい。 

 

２ 派遣希望年月日 

  平成○年○月○日（○） ○○時○○分～○○時○○分 

                 （希望する場合の時間 ○○分） 

 

３ 派遣希望者 

    （特に希望が無い場合は、記入の必要はありません。） 

 

４ 参加予定者 

  ○○研究会委員及び構成市町村担当者 

                           計  ○○名 

 

 

 

                                担当課･担当者  ○○市○○課、○○ 

                                   連絡先 0000‐00‐0000 
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